
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掃除機でカビを吸い取る時は、十分に部屋を換気して下さい。部屋中に

カビの胞子をまき散らし、カビが広がる可能性があります。 



台風の時以外にも雨戸を閉めましょう！ 
雨戸は台風が来た時にしか閉めないとい

うお話を良く聞きます。最近のサッシは気

密性が高いので、少々の雨では雨水が屋内

に入るという事はありませんが、それでも

吹き付けるような大雨の時は、レールを伝

って雨水が屋内に入る事があります。場合

によっては、２階の窓から侵入した雨水が、

１階の天井をシミだらけにしてしまう事も

有ります。サッシは決して万能では有りま

せん。雨の日は、やはり雨戸を閉めた方が

良いと思います。 

サッシの窓枠を良く見ると、レールの

両端は２センチほど切れていて、窓枠も

両端に切れ目がある事が分かります。こ

れはレールに溜まった雨水を外に流す為

のものですが、網戸を左右どちらかにピ

タリと付けていると、雨の多い場合は、

この切れ目から水が抜け切れず、サッシ

の内側に漏れ出る場合があります。念の

為にも、雨戸が無く、大雨の時は、網戸

は中央に寄せておく事をお勧めします。 

水抜きの溝がある事をご存知でしたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

濡れた瓦はすべります。危ないですよ！ 
雨上がりのまだ瓦が濡れている時に屋根

に登るのはとても危険な行為です。実際、職

人さん達にお聞きすると、濡れている屋根に

は絶対登らないと言われます。地下足袋を履

いていても滑り易いのに、運動靴で屋根に登

っている素人の方を見ると身震いがすると

も言われます。これから大雨や台風のシーズ

ンを迎えますが、屋根の上は危険地帯という

認識を持ち、安易に屋根に登るのは避けられ

ることをお勧め致します。 

カビを発生させないコツは、空気を対流させてカビの菌を繁殖させない事です。 

カビを発生させないコツ・・ 

その１． 掃除は毎日し、掃除機で畳表面の湿気や見えないカビ菌を吸い取ります。 
 

その２． 天気の良い日に、窓を開けて空気を呼び込みます。 

（降雨後直ぐは逆に湿気を呼び込みますのでしてはいけません） 
 

その３． 除湿器やエアコンの除湿機能でお部屋の湿度を下げる。 

（エアコンよりも除湿器をお勧めします。人がいない時に使用すると良いです） 
 

その４． 日中家にいない時は扇風機の首振りで部屋中の空気を対流させる。 

（空気が３時間ほど滞留するとカビが生えやすくなります） 

正しい『換気』の方法 

カビが生えてしまわれた

方にお話しをお聞きすると、

「換気はしていたんですけ

ど・・」と良く言われます。 

部屋の換気は、片窓だけ

開けても空気は動きません。

空気が流れる為には入り口

と出口が必要なのです。 

昔の家はカビが生えにくい？？ 

日本は高温多湿の気候の

土地で、「呼吸」をする建築

素材が昔から適していると

言われ、多くの家が木造で、

床下が高く、隙間風があり、

窓も沢山ありました。 

しかし最近では、家の気密性を上げる為にベタ基

礎やコンクリート製の家が多くなり、室内に発生し

た湿気が逃げ場を失い、高湿度になりがちです。 

しかも、有害化学物質を低減させた建材が多用さ

れ、健康に良くなった分、カビが発生しやすい建材

になっています。 

畳は、空気の吸収・放出を自然に行う性能があり、湿気を調節する性質を

持っています。当然これは日本の風土からすると快適なのですが、反面湿度が

極端に高いと、どんどん湿気を吸収してしまいます。 

新しい畳ほどこの能力が高く、古い畳はイ草が潰れてこの機能が衰えてい

ます。だから新しい畳ほどカビが発生・繁殖しやすいと言われているのです。 

 

● ● ● その他 くらしの豆知識 ● ● ● 
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